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年 3 月）では、1980 年代からの市場重視、
規制緩和が、1990 年代に情報技術でのイノ
ベーションの興隆と、その成果の金融など
他産業への応用を可能にし、アメリカ型の
ビジネスモデル、市場システムがグローバ
ルスタンダードとなったことを明らかにす
る。ただ、格差・貧困といった構造的な問
題の解決における市場の機能には限界があ
るのだが、アメリカ社会では市場による解 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
決能力への期待が大きいため、オバマ政権
は医療改革において政府の役割を重視した
ところ、国論を二分した対立になってしま
ったのである。 
かつてほどの経済力はないとはいうもの
の、アメリカは依然として経済大国であり、
好むと好まざるとにかかわらず、学生諸君
がビジネスの世界に入れば、アメリカ経済
とのかかわりは避けて通れない。また、製
造業の空洞化、若年者の失業、格差社会の
問題は、わが国にとっても重要である。そ
の解決策としての市場と政府の機能と限界
について、アメリカでの議論を知ることは
わが国での議論にも役立つことが多い。こ
こであげた論文を参考にしていただきたい。
